
［
県
民
環
境
部
・
保
健
福
祉
部
］

緊
急
的
な
少
子
化
対
策
の
推
進

担
当
：こ
ど
も
未
来
・青
少
年
課
・
健
康
増
進
課
・地
域
福
祉
課

【
平
成
２
７
年
度
当
初
予
算
額

1
,1
4
3
,3
0
1
千
円
】

(１
６
,０
０
０
千
円
)

○
企
業
婚
活
支
援
ﾈ
ｯ
ﾄﾜ
ｰ
ｸ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
の
運
営

○
心
と
き
め
く
地
域
婚
活
応
援
事
業

○
と
く
し
ま
出
逢
い
き
ら
め
き
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
の
運
営

・
こ
う
の
と
り
応
援
事
業
（
県
単
独
分
）

○
不
妊
治
療
の
経
費
を
一
部
助
成

(１
０
,０
０
０
千
円
)

・
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
の

健
や
か
相
談
事
業

(５
,０
０
０
千
円
)

（
２
９
,１
７
７
千
円
）

・
保
育
対
策
等
促
進
費
補
助
金

（
２
０
６
,９
０
８
千
円
）

・
保
育
緊
急
確
保
事
業
費
補
助
金

（
２
８
５
,３
０
５
千
円
）

総
合
プ
ラ
ン
推
進
事
業

（
７
６
,２
５
７
千
円
）

・
放
課
後
児
童
対
策
事
業
費

（
４
８
６
,０
５
４
千
円
）

（
２
,０
０
０
千
円
）

（
１
,２
６
０
千
円
）

・
イ
ク
メ
ン
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
１
１
,８
４
０
千
円
）

（
４
,０
０
０
千
円
）

（
３
,０
０
０
千
円
）

（
６
,５
０
０
千
円
）

若
い
世
代
の
希
望
を
叶
え
る
た
め
、

「
結
婚
、
妊
娠
・
出
産
、
子
育
て
」
に
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
強
化

!!
ま
ち
・
ひ
と
・し
ご
と
の
創
生
と
、
好
循
環
の
確
立

２
０
６
０
年
に
１
億
人
程
度
の
人
口
を
維
持

平
成
２
７
年
４
月
：
子
ど
も
・子
育
て
支
援
新
制
度
が
本
格
施
行

総
合
戦
略

長
期
ビ
ジ
ョ
ン

国
：
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
を
設
置

子
育
て
環
境
の
充
実

効
果
的
な
出
逢
い
・
交
流
の
場
の
創
出

待
機
児
童
の
解
消

小
１
の
壁
の
打
破

子
ど
も
の
貧
困
問
題
解
消

妊
娠
・
出
産
に
関
す
る
支
援
体
制
の
充
実

子
ど
も
た
ち
を
大
切
に
育
み
、
子
育
て
の
喜
び
を
分
か
ち
合
え
る
徳
島
を
実
現

社
会
全
体
で

子
ど
も
を
育
む
環
境
づ
く
り

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

の
着
実
な
実
施

「
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
」
の

希
望
を
叶
え
る
多
様
な
支
援

中
学
生
向
け

赤
ち
ゃ
ん
授
業

保
育
士
養
成
研
修

助
産
師
に
よ
る

相
談
事
業

企
業
・
団
体
間
の

交
流
パ
ー
テ
ィ

「
し
ご
と
」
と
「
ひ
と
」
の
好
循
環
を
生
み
出
す
た
め
の
環
境
整
備

!

「
輝
く
女
性
」
の
活
躍
を
応
援

!
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［
政
策
創
造
部
・
県
民
環
境
部
・
農
林
水
産
部
］

【
平
成
２
７
年
度
当
初
予
算
額
３
０
，
３
８
９
千
円
】

大
鳴
門
橋
開
通
３
０
周
年
記
念
事
業
の
展
開

担
当
：
広
域
行
政
課
・
総
合
政
策
課
・
大
阪
本
部
・
と
く
し
ま
文
化
振
興
課
・
県
民
ス
ポ
ー
ツ
課
・
も
う
か
る
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課

兵
庫
県
と
連
携
し
、
両
県
の
プ
ロ
・
ア
マ

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
共
演
・
交
流
す
る

「
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

の
開
催

■
「
新
鮮
な
っ
！
と
く
し
ま
」
号
を
活
用
し
た
、

両
県
ブ
ラ
ン
ド
食
材
の
魅
力
を
発
信

両
県
が
誇
る
ブ
ラ
ン
ド
食
材
に
よ
る
「
料
理
対
決
」

⇒
観
光
客
を
巻
き
込
ん
だ
「
参
加
型
企
画
！
」

「
食
」
「
文
化
」
「
ス
ポ
ー
ツ
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
記
念
事
業

新
徳
島
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
開
催

新
う
ず
し
お
ラ
イ
ド
Ｆ
ａ
ｎ

新
食
の
ブ
ラ
ン
ド
海
峡
ダ
ー
ビ
ー
事
業

【
1
2
,9
8
9
千
円
】

【
1
,4
0
0
千
円
】

【
6
,0
0
0
千
円
】

徳
島
・
淡
路
共
通

の
文
化
で
あ
る

「
人
形
浄
瑠
璃
」
を

テ
ー
マ
に
し
た

交
流
の
推
進

人
形
浄
瑠
璃
街
道
の
推
進

■
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

・
鳴
門
公
園
に
お
い
て
、
徳
島
・
兵
庫
両
県

に
よ
る
「
開
通
３
０
周
年
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
」

を
開
催

■
淡
路
花
博
２
０
１
５
に
お
け
る
徳
島
県
Ｐ
Ｒ

・
「
淡
路
花
博
２
０
１
５
・
花
み
ど
り
フ
ェ
ア
」
に
お
い
て

「
徳
島
県
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
」
を
開
設
し
、
徳
島
県
の

魅
力
を
発
信

新
大
鳴
門
橋
開
通
３
０
周
年
未
来
へ
の

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業
【
4
,5
0
0
千
円
】

高
速
道
路
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
等
で
、
徳
島
県
の
「
食
」
「
観
光
」

「
文
化
」
「
癒
し
」
を
Ｐ
Ｒ
し
、
観
光
誘
客
を
促
進

新
関
西
圏
域
誘
客
促
進
事
業

「
鳴
門
の
渦
潮
」
の
魅
力
を
世
界
へ
発
信
す
る
た
め
の

取
組
み
や
学
術
的
な
調
査
を
実
施

新
「
鳴
門
の
渦
潮
」
世
界
遺
産
登
録
推
進
事
業
【
3
,0
0
0
千
円
】

【
2
,5
0
0
千
円
】

■
ミ
ド
ル
ラ
イ
ド
ツ
ー
リ
ン
グ

・
鳴
門
の
景
観
を
楽
し
み

な
が
ら
周
遊
す
る
約
６
５
㎞

の
ガ
イ
ド
ツ
ー
リ
ン
グ

■
ポ
タ
リ
ン
グ

・
鳴
門
市
内
を
散
策
す
る
、

３
０
㎞
程
度
の
ミ
ニ
ガ
イ
ド

ツ
ー
リ
ン
グ

平
成
２
７
年
は
、

大
鳴
門
橋
開
通
３
０
周
年
の

「
メ
モ
リ
ア
ル
イ
ヤ
ー
」

徳
島
・
兵
庫
両
県
の
交
流
や
、
本
県
へ
の
観
光
誘
客
の
促
進
に
つ
な
げ
る
！
！

平
成
２
７
年
度
当
初
予
算
事
業

「
食
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
」
な
ど
、

徳
島
県
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
！

魅
力
発
信

魅
力
発
信

魅
力
発
信

魅
力
発
信

全
国

全
国
全
国

全
国
に ににに

魅
力
発
信

魅
力
発
信

魅
力
発
信

魅
力
発
信
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新
「
鳴

門
の

渦
潮

」
世

界
遺

産
登

録
推

進
事

業
［
政
策
創
造
部
］

【
平
成
２
７
年
度
当
初
予
算
額

３
，
０
０
０
千
円
】

「
鳴

門
の

渦
潮

」
世

界
遺

産
登

録
推

進
協

議
会

徳
島
県
、
兵
庫
県
、

鳴
門
市
、
南
あ
わ
じ
市
を

は
じ
め
、
３
０
を
超
え
る

「
経
済
団
体
」
や

「
地
域
組
織
」
に
よ
り

組
織

H
26

.1
2.

18
設

立
世

界
最

大
の

「
鳴

門
の

渦
潮

」
を
世

界
遺

産
へ

！

世
界

３
大
潮
流
「
鳴
門
海
峡
」

渦
の

大
き
さ
最
大

30
m
（
世
界
一
！
）

推
進

母
体

の
設

立

会
長

：
徳
島
県
知
事
、
兵
庫
県
知
事

副
会

長
：
鳴
門
市
長
、
南
あ
わ
じ
市
長

「
協
議

会
」

を
推

進
エ

ン
ジ
ン

に
、

「
世

界
遺

産
化

」
に

向
け

た
活

動
を

加
速

化
さ

せ
、

機
運

の
一

層
の

醸
成

を
図

る

調
査
研

究
機

運
醸

成

文
化

的
側
面

自
然

的
側
面

事
務

局
：
兵
庫
県

協
議

会
設
立
前
に
、
先
行
し
て
「
事
前
調
査
」
ス
タ
ー
ト

徳
島

大
学

か
ら
も
研

究
メ
ン
バ

ー
参

画

事
務

局
：
徳
島
県

世
俗

・
風
習
・
伝
統
・
文
化
と
い
っ
た
側

面
か
ら
「
渦
潮
」
と

地
域

の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
た
研
究
を
実
施

江
戸

期
シ
ー
ボ
ル
ト
以
降
、
西
洋
人
に
絶
賛
さ
れ
た
瀬
戸
内
海

「
世

界
第
一
ノ
景
」瀬

戸
内
海
（岩

倉
使
節
団
報
告
）

県
内

外
の

専
門

家
に
よ
る
「
文

化
系

」
学
術

調
査

検
討

委
員

会
の

立
ち
上

げ

「
世

界
遺
産
化
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

地
域

資
源
「
鳴
門
の
渦
潮
」
の
魅
力
を
世
界
に
発
信
！

Ｗ
Ｅ
Ｂ
・
ポ
ス
タ
ー
等
で
の
情
報
発
信

「
渦
潮
」
動
画
・
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
実
施

大
鳴

門
橋

30
周

年
記
念
・
各
種
事
業
と
の
連
携

徳
島

県
及
び
兵
庫
県
に
お
い
て
、
年
間
を
通
じ
て
展
開
さ
れ
る
各
種

事
業

と
連

携
し
、
渦
潮
世
界
遺
産
化
へ
の
取
組
み
を
効
果
的
に
発
信

担
当

：
総

合
政

策
課

国
生

み
神

話
阿

波
忌

部
氏

浮
世

絵
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シ
カ
の
捕
獲

［
危

機
管

理
部

・県
民

環
境

部
・農

林
水

産
部

］

担
当

：安
全

衛
生
課

，自
然

環
境

戦
略

課
，も

う
か
る
ブ

ラ
ン
ド
推

進
課

，農
村

振
興

課

徳
島
県
産
シ
カ
肉
に
つ
い
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
と
し
て
の
ハ
ラ
ー

ル
認
証
取
得
を
検
証

す
る
と
と
も
に
、
「
阿
波
地
美

栄
」
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
と

消
費
者
が
容
易
に
購
入
で
き
る
流
通
体
制
の
整
備
に
よ
り
、
「
阿
波
地
美
栄

」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推

進
す
る
。

【平
成

2
7
年
度

当
初

予
算
額

2
2
,7
0
0
千
円
】

飼
養

（
養

鹿
）

出
荷

流
通

・
販

売

新
「
阿

波
地

美
栄

」
処

理
施

設
衛

生
管

理
認

証
制
度

確
立

事
業

・「
徳

島
県

シ
カ
肉

・イ
ノ
シ
シ
肉

処
理

衛
生

管
理

ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
の
講

習
会

等
の
開

催
に
よ
る
周

知
啓

発

・「
阿

波
地

美
栄

」
処

理
施
設

衛
生

管
理

認
証
制

度
の
確

立

・病
原
体

等
検
査
の
実
施
に
よ
る
「
阿
波
地
美
栄
」
の

安
全

性
の
確

保
【危

機
管
理
部
：7
,5
0
0
千
円
】

シ
カ
肉
等
地
域
資
源
活
用
事
業

・飼
養
個

体
を
安
定
確
保
す
る
た
め

の
体
を
傷
つ

け
な

い
捕

獲
技

術
の
改

良
実
証

・飼
養

期
間

の
短

縮
に
よ
る
低

コ
ス
ト
化
や

ユ
ズ
搾

り
滓

等
の
給

餌
に
よ
る
肉
質
改
善
と

特
産
品
化

の
実

証

・ハ
ラ
ー

ル
に
対
応
し
た
飼
養
技
術
の
確
立

【県
民
環
境
部
：2
,5
0
0
千
円
】

「
阿
波
地
美
栄
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化

に
よ
る

有
害

鳥
獣

の
捕

獲
促

進
と
鳥

獣
被

害
の
軽

減
安

定
供

給
の
推

進
安

全
性

の
確

保 【農
林

水
産

部
：1
2
,7
0
0
千

円
】

新
「
阿
波
地
美

栄
」
等

地
域

資
源

化
促

進
事
業

（
農

村
振
興
課

5
,0
0
0
千
円
）

・ハ
ラ
ー

ル
に
対

応
し
た
シ
カ
肉

の
供

給
体

制
モ
デ

ル
の
実

証

・「
阿

波
地
美
栄
」
の

イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ

と
消
費
者
が

容
易
に
購
入
で
き
る
流
通
体
制
の
構
築

・大
学
等

と
連
携

し
た
シ
カ
肉

加
工
品
開
発
、
熟
成
方
法
の
検
討
に
よ
る
シ
カ
肉

の
品
質
向
上

新
徳
島
か

ら
発
信
！
「
ハ

ラ
ー
ル

展
開
」
事
業

（
も
う
か
る
ブ

ラ
ン
ド
推
進
課

7
,7
0
0
千
円
）

・ハ
ラ
ー

ル
認
証
取
得
の
た
め

の
ソ
フ
ト
支

援

・ハ
ラ
ー

ル
ハ

ブ
で

あ
る
マ
レ
ー

シ
ア
で

の
テ

ス
ト
マ
ー

ケ
テ

ィ
ン
グ

ハ
ラ
ー

ル
対

応
「
シ
カ
肉

」
ブ
ラ
ン
ド
化

事
業
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[県
民
環
境
部
］

【
平
成
２
７
年
度
当
初
予
算
額

１
３
，
５
９
３
千
円
】

新
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
キ
ャ
ン
プ
地
等
誘
致
推
進
事
業 担
当
：
県
民
ス
ポ
ー
ツ
課

３
大
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
誘
致
実
現
へ
！
！

◆
国
際
レ
ベ
ル
の
プ
レ
ー
を
身
近
に
体
感

◆
国
内
外
か
ら
多
く
の
選
手
、
ス
タ
ッ
フ
、

観
客
が
来
県

◆
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
参
加

地
域
経
済
の
活
性
化

国
際
交
流
の
促
進

競
技
力
の
向
上

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

＜
キ
ャ
ン
プ
地
＞

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

＜
キ
ャ
ン
プ
地
＞

関
西
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ

ゲ
ー
ム
ズ
＜
会
場
地
＞

Ｈ
３
１

（
２
０
１
９
）

Ｈ
３
２

（
２
０
２
０
）

Ｈ
３
３

（
２
０
２
１
）

誘
致
に
よ
る
効
果

第
１
の
柱
（
情
報
発
信
・
Ｐ
Ｒ
）

第
２
の
柱

（
中
央
・
海
外
競
技
団
体
等
と
の
関
係
づ
く
り
）

第
３
の
柱
（
県
内
の
機
運
醸
成
）

○
誘
致
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
受
入
環
境
の
調
査

競
技
施
設

宿
泊

交
通

○
各
大
会
組
織
委
員
会
へ
の
誘
致
立
候
補
申
請

・ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
組
織
委
員
会

・東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委
員
会

・関
西
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
２
０
２
１
組
織
委
員
会

○
各
国
・
各
競
技
団
体
へ
の
Ｐ
Ｒ
ツ
ー
ル
の
作
成
・発
信

○
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
県
内
準
備
委
員
会
の
開
催

＜
構
成
団
体
＞

行
政
・議
会
・競
技
団
体
・商
工
・
大
学
・報
道
・交
通
・宿
泊
・観
光
・国
際
交
流
・

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
・医
療

な
ど

＜
検
討
内
容
＞

・県
内
で
受
入
可
能
な
キ
ャ
ン
プ
実
施
国
や
開
催
競
技
の
選
定

・国
内
外
か
ら
訪
れ
る
方
を
受
け
入
れ
る
協
力
体
制
の
整
備

な
ど

○
県
内
の
競
技
団
体
と
連
携
し
た
中
央
競
技
団
体
へ
の
訪
問

○
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
01
5
（イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
会
）

に
お
け
る
キ
ー
マ
ン
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

○
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
ラ
グ
ビ
ー
関
係
者
と
の
交
流

２
０
１
５
年
９
月

～
１
０
月

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

（イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
会
）開
催

○
各
国
の
代
表
チ
ー
ム
関
係
者
等
が

一
堂
に
会
す
る
貴
重
な
機
会
。

○
２
０
１
９
年
大
会
の
前
回
大
会
で
あ
り
、

日
本
に
お
け
る
関
心
度
も
当
然
高
ま
る
。

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9

キ
ャ
ン
プ
誘
致
活
動
を
重
点
的
に

実
施
す
る
！
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［
商

工
労

働
部

］

　
　

【
平

成
２

７
年

度
当

初
予

算
額

 
６

，
３

０
０

千
円

】

留
学

経
費

6
,
0
0
0
千

円
企

業
寄

附
3
,
1
5
0
千

円

事
務

費
　

3
0
0
千

円
日

本
学

生
支

援
機

構
3
,
1
5
0
千

円
計

6
,
3
0
0
千

円
計

6
,
3
0
0
千

円

　
　

■
　

計
画

申
請

・
決

定
■

採
択

■
地

域
協

議
会

　
　

←
寄

付
金

　
集

め
　

～
　

　
　

　
　

地
域

協
議

会
（

中
間

報
告

　
次

年
度

計
画

）
　

～
　

■
計

画
申

請

　
　

　
■

募
集

開
始

■
選

考
・

決
定

　
←

　
国

内
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
　

～
　

留
　

学
　

～
　

海
外

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

　
　

　
→

就
職

新
　

地
域

グ
ロ

ー
カ

ル
人

材
育

成
事

業
　

　

歳
入

内
訳

歳
出

内
訳

　

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

全
体

担
当

：
国

際
戦

略
課

グ
ロ

ー
バ

ル
戦

略
室

・
留
学
し
た
く
て
も
、
就
職
が
不
安

・
（
県
内
の
）
海
外
展
開
企
業
情
報
が
不
足

・
留
学
経
験
が
活
か
せ
る
企
業
に
入
り
た
い
が
。
。

学
生
・
大
学
の
課
題

企
業
の
課
題

・
会
社
、
社
員
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
進
め
た
い

・
海
外
事
業
展
開
を
一
層
進
め
た
い

・
優
秀
な
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
欲
し
い

・
人
口
減
少
を
克
服
し
た
い

・
企
業
の
海
外
販
路
開
拓
を
促
進
し
県
内
経
済
を
盛
り
上
げ
た
い

県
・
地
域
の
課
題

地
域
協
議
会
（
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
）

県

＜
寄
附
企
業
＞

・
金
融
、
製
薬
、
建
材
、
流
通
業
な
ど

＜
県
内
高
等
教
育
機
関
＞

・徳
島
大
学

・鳴
門
教
育
大
学

・阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校

・徳
島
文
理
大
学

・四
国
大
学

・徳
島
工
業
短
期
大
学

＜
経
済
団
体
＞

商
工
会
議
所
連
合
会
、
商
工
会
連
合
会
、

中
小
企
業
団
体
中
央
会
、
経
営
者
協
会
、

経
済
同
友
会
、
貿
易
協
会

留 学 希 望 学 生

Ⅰ
地
域
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
育
成
支
援
ﾌ
ﾟﾛ
ｸ
ﾞﾗ
ﾑ

(1
)
コ
ー
ス

①
グ
ロ
ー
バ
ル
技
術
者
コ
ー
ス
（
主
に
理
系
）

②
グ
ロ
ー
バ
ル
営
業
マ
ン
コ
ー
ス
（
主
に
文
系
）

③
グ
ロ
ー
バ
ル
総
合
人
材
コ
ー
ス
（
そ
の
他
）

(2
)
基
本
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

公
募
･応
募

→
選
考

→
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

→
国
内
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

→
海
外
留
学

→
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

→
県
内
企
業
就
職

グ ロ ー バ ル 学 生 の 育 成

グ ロ ー バ ル 人 材 の 獲 得

１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０
月
～
１
２
月

１
月
～
３
月

目
標

目
標

選
択
権
・優
先
権
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徳
島

県
道
路
整
備
利

用
促

進
基

金
積

立
金

道
路
整
備
利

用
促

進
基

金
積

立
金

［
県
土
整
備
部

］

平
成
27
年
度

道
路
整
備
利
用
促
進
基
金

対
象
事
業

四
国
横

断
道

（
徳

島
東

～
阿

南
）

R1
92

南
環

状
道

路
R5

5阿
南

道
路

、
牟

岐
バ

イ
パ

ス
阿

南
安

芸
自

動
車

道
・

R5
5桑

野
道

路
、
福

井
道

路
・

R5
5海

部
道

路
等

走
っ
て
得

す
る

!徳
島

自
動

車
道

利
用

ト
ク
ト
ク
事

業
「
海

の
遍

路
道

」
利

用
促

進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事

業
「
つ
な
が
る
と
く
し
ま
の
空
と
道

」
利
用

促
進
事

業
他

小
松
島

港
線

（
江

田
工

区
）

阿
南
勝

浦
線

・
（
下

大
野

工
区

）
（
阿

南
IC
追
加
ラ
ン
プ
）

（
沼
江
工
区
）

道
路

整
備

利
用

促
進

基
金

は
、
四

国
横

断
自

動
車

道
(徳

島
東
～

阿
南

間
）
等

の
事

業
進

捗
に
伴

う
道

路
予

算
の

増
加

を
見

据
え
て
、
「
予

算
の

平
準

化
」
や

「
効

果
的

な
整

備
・
利

用
促

進
」
に
活

用

高
速
道
路
等
の
利
用
促
進
事
業

基
本
的
な
考
え
方

【
平
成

2
7
年
度
当
初
予
算
額

1
,0

0
0
,0

0
0
千
円
】

広
域

交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

さ
ら
な
る
整

備
促
進
！

高
速

道
路

等
の

利
用

促
進

で
地

域
活

性
化

阿
波
の
道
“
夢
”
基
金

～
広
が
る
地
域
交
流
・
つ
な
が
る
徳
島
の
未
来
へ

～

平
成

26
年
度
末

基
金
残
高

19
.5
億
円

基
金

20
億
円

平
成

26
年
度

（
6月

議
会
）

予
算
計
上

平
成

27
年
度

当
初
予
算

取
り
崩
し
額

約
0.

5億
円

新 新 新
29

.5
億

円
（
見

込
み

）

積
立

金
10

億
円

平
成

27
年
度

当
初
基
金
額

基
金
残
高

19
.5
億
円

ソ
フ
ト

新

国
直
轄
事
業

：
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
資
す
る
幹
線
道
路

県
事
業

：
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
関
連

等

ハ
ー
ド

担
当

：
道

路
政

策
課

新
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新
「

つ
な

が
る

と
く

し
ま

の
空

と
道

」
利

用
促

進
事

業
新

「
つ

な
が

る
と

く
し

ま
の

空
と

道
」

利
用

促
進

事
業

徳
島

県 阿
波
の
道
“
夢
”
基

金
事

業
（

利
用

促
進

事
業

）
阿
波
の
道
“
夢
”
基

金
事

業
（

利
用

促
進

事
業

）

［
県
土
整
備
部

］

本
四
高
速
と

直
結
す

る
徳

島
自

動
車

道
の

全
通
効
果
を
実
感
！

本
四
高
速
と

直
結
す

る
徳

島
自

動
車

道
の

全
通
効
果
を
実
感
！

６
０
０
以

上
の
施
設
に
提
示
す
る
こ
と
で
、

特
典
（
割

引
等
）
が
受
け
ら
れ
る
お
得
な
パ
ス
ポ
ー
ト
。

①
施
設
利

用
の

ス
タ

ン
プ

押
印

パ
ス
ポ
ー
ト
と
利
用
証
明
を
セ
ッ
ト
で
送
付

施
設

を
利
用

す
る
際

に
高

速
道

路
を

利
用
し

て
い
れ
ば

.
..
.

②
高
速
道

路
利

用
証

明
書

を
添

付
(
井

川
池

田
IC

～
鳴

門
IC

)

新
走
っ

て
得

す
る

！
徳

島
自

動
車

道
利

用
ト

ク
ト

ク
事

業
新

走
っ

て
得

す
る

！
徳

島
自

動
車

道
利

用
ト

ク
ト

ク
事

業
新

「
海

の
遍

路
道

」
利

用
促

進
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
事

業
新

「
海

の
遍

路
道

」
利

用
促

進
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
事

業

②
徳

島
県

・
和
歌

山
県

(
高

野
山

)
で

ス
タ

ン
プ

収
集

①
徳

島
港

⇔
和

歌
山

港
フ

ェ
リ

ー
に

マ
イ

カ
ー

乗
船

一
部
区
間
で
も
参
加
可
能

担
当

：
道

路
政

策
課

・
交

通
戦

略
課

【
平
成

2
7
年
度
当
初
予
算
額

１２
,０

0
0
千
円
】

［
道
路
政
策
課
］

【
２
,0

0
0
千

円
】

［
交

通
戦

略
課

］

【
７
,0

0
0
千
円
】

①
県
西
部
･東

讃
･
南
淡
地
域
の
方
で
阿
波
お
ど
り
空
港
と
高
速
道
路
を
利
用

②
航

空
券

･
ET
C
利

用
証

明
書

等
を

提
示

［
交

通
戦

略
課

］
【

3
,0

0
0
千

円
】

①
･②

を
満
た
す
と
，
商
品
券
を
提
供
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
！

も
れ
な
く
2,
00
0円

相
当
！

好
評
に
つ
き

さ
ら
な
る
進
化
!

パ
ス
ポ
ー
ト
の
抽
選
で
の

「
お
宝
」
（
景
品
）
に
加
え
、

パ
ス
ポ
ー
ト
の
抽
選
で
の

「
お
宝
」
（
景
品
）
に
加
え
、

か
つ
、

高
速
利
用
（
５
回
以
上
）
の
方
に

抽
選
で
県
産
品
等
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

か
つ
、

高
速
利
用
（
５
回
以
上
）
の
方
に

抽
選
で
県
産
品
等
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

徳
島
県
o
r
高

野
山

い
ず

れ
か

の
ス

タ
ン

プ
収

集
で

，
◆
も
れ

な
く

フ
ェ

リ
ー

運
賃

(
往

路
)１

０
％

OF
F!
!

両
県
の

ス
タ

ン
プ

収
集

で
，

◆
さ
ら

に
復

路
運

賃
は

２
０

％
OF
F!
!

◆
抽
選

で
両

県
の

県
産

品
,無

料
乗

船
券

等
が

当
た

る
!!

特
典

1

特
典

2
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[県
土

整
備

部
]

◆
県
内

周
遊

，
高

速
道

路
の

利
用

促
進

◆
H2

7
年

度
高

野
山

の
集

客
力

を
本

県
へ

誘
引

◆
南
海

フ
ェ

リ
ー

の
利

用
促

進

・
四
国
霊

場
開

創
12

0
0
年

(H
2
6
年

度
)

・
高
野

山
開

創
1
20

0
年

(
H
27

年
度

)
・
徳
島

⇔
和

歌
山

海
路

ア
ク

セ
ス

の
利

便
性

H2
7
年

度
，

こ
の

好
機

や
利

便
性

を
活

か
し

て
！

「
高
野
山
開
創
12
00
年
」

の
集
客
力
を
本
県
へ
誘
引
!

新
「
海
の
遍
路

道
」

利
用

促
進

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

事
業

新
「
海
の
遍
路

道
」

利
用

促
進

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

事
業

【
平
成

2
7
年
度
当
初
予
算
額

2
,0

0
0千

円
】

高
野

山

徳
島

県
or

高
野

山
い

ず
れ

か
の

ス
タ

ン
プ

収
集

で
，

◆
も

れ
な

く
フ

ェ
リ

ー
運

賃
(往

路
)
１

０
％

OF
F!
!

両
県

の
ス

タ
ン

プ
収

集
で

，
◆

さ
ら

に
復

路
運

賃
は

２
０

％
OF

F!
!

◆
抽

選
で

両
県

の
県

産
品

,無
料

乗
船

券
等

が
当

た
る

!!

特
典

1

特
典

2

徳
島
⇔
和
歌
山
フ
ェ
リ
ー
に

マ
イ
カ
ー
乗
船

徳
島
⇔
和
歌
山
フ
ェ
リ
ー
に

マ
イ
カ
ー
乗
船

①

和
歌

山

②
徳

島
県

・
和

歌
山

県
(
高

野
山

)
で

ス
タ

ン
プ

収
集

キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
概
要

①
徳

島
港

⇔
和

歌
山

港
フ

ェ
リ

ー
に

マ
イ

カ
ー

乗
船

和
歌
山
県
と
連

携
し
,「

海
の

遍
路

道
」

南
海

フ
ェ

リ
ー
の
利

用
促
進
を
図
る

!
!

和
歌
山
県
と
連

携
し
,「

海
の

遍
路

道
」

南
海

フ
ェ

リ
ー
の
利

用
促
進
を
図
る

!
!

担
当

：
交

通
戦

略
課

四
国

霊
場

と
高

野
山
と
の
関
わ
り
を

情
報

発
信

し
,県

内
周
遊
を
促
す

!

徳
島
県
・
和
歌
山
県
で

ス
タ
ン
プ
収
集

徳
島
県
・
和
歌
山
県
で

ス
タ
ン
プ
収
集

②

徳
島

～
四

国
霊

場
・

高
野

山
開

創
12

00
年

記
念

事
業

<
仮

称
>(

徳
島
県

・
和

歌
山

県
・

南
海

フ
ェ

リ
ー

共
催

)
～
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“
次
世
代
へ
の
架
け
橋
”
四
国
新
幹
線
導
入
促
進
事
業

新

国
土
強
靱
化

県
内
の
一
層
の
連
携
を
強
化

『
四
国
新
幹
線
』
に
よ
り
若
者
が
「
夢
と
希
望
」
を
持
て
る
社
会
の
実
現

こ れ ま で の 取 組 み

次
の
一
手
（取
組
み
を
加
速
）

○
「
関
空
･紀
淡
･四
国
高
速
交
通
イ
ン
フ
ラ
期
成
協
議
会
」
設
立

東
京
、
大
阪
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

○
「
四
国
鉄
道
活
性
化
促
進
期
成
会
」

H2
6.

6
四
国
新
幹
線
実
現
へ
の
要
望
活
動

H2
6.

7
自
民
党
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
両
院
議
員
会
で
の
意
見
具
申

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
鉄
道
の
将
来
」

-N
ew

 g
en

er
at

io
n 

of
 R

ai
lw

ay
 –

共
催
：
県
内
経
済
５
団
体

後
援
：
徳
島
県
市
長
会
、
徳
島
県
町
村
会

基
調
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

官
民
一
体
と
な
っ
た
県
内
推
進
組
織
の
立
ち
上
げ

●
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

・
基
調
講
演
（
有
識
者
）

・
先
行
事
例
発
表

（
九
州
新
幹
線
、
北
陸
新
幹
線
な
ど
）

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
市
町
村
代
表
、
経
済
界
、
観
光
界
、
関
係
府
県
知
事
な
ど
）

山
陽
新
幹
線
の
｢リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
確
保
｣

首
都
圏
機
能
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

挙
県

一
致
体
制

を
構
築

更
に

県
民
へ
広
報

四
国
新
幹
線
を

実
現
し
よ
う
！

●
四
国
鉄
道
高
速
化
啓
発
事
業

（
四
国
鉄
道
活
性
化
促
進
期
成
会
負
担
金
）

・
国
政
レ
ベ
ル
で
の
機
運
醸
成
に
向
け
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催

・
ポ
ス
タ
ー
等
で
の
啓
発
活
動

・
国
へ
の
要
望
活
動【
平
成
２
７
年
度
当
初
予
算
額
２
，
９
５
０
千
円
】

担
当
：
交
通
戦
略
課

成
長
戦
略

地
方
創
生

「
四
国
新
幹
線
」
の
実
現
に
よ
り

先
進
の
土
木
技
術
と
最
新
の
免
震
・
制
震
技
術

世
界
へ
輸
出
し
「
技
術
立
国
日
本
の
再
生
」

魅
力
あ
る
地
方
を
創
生
し

「
東
京
一
極
集
中
」
に
歯
止
め
！

本
県
が
リ
ー
ド
し
関
係
自
治
体
と
の
連
携
強
化

平
成

26
年

6月
15
日

(日
)徳
島
市
参
加
者

70
0名

［
県
土
整
備
部
］

四
国
新
幹
線
実
現

検
索
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若
者

の
共

感
を
呼

ぶ
山

武
者

の
感
性

を
活

か
し
た
林
業

体
験

・
若

者
の
林
業

参
入

機
会
の

拡
大

・
担

い
手

確
保

に
よ
る
定
住

人
口

の
増
加

・
地

域
の
関
係
者
を
巻
き
込
ん
だ
取
組
み
に
よ
る
活
性
化

対
象

：
県

内
外

高
校

生
，
大
学
生

等

○
「
山

武
者

塾
」
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
・
配
布

○
広

報
媒

体
へ

の
掲

載
（
林

業
就

職
支

援
サ
イ
ト
、
新

聞
等

）
○

山
武

者
に
よ
る
高
校
・
大

学
訪
問

Ｐ
Ｒ

○
「
林

業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
山
武

者
塾
」

・
林

業
現
場

視
察

（
間

伐
・
主
伐

の
素
材

生
産

現
場
）

・
間

伐
等
の

現
場

体
験
（
林

業
機
械

等
の

実
習
）

Ｈ
２
２
セ
ン
サ

ス

人
口

9
,3

2
2
人

（
1
0
年

で
2
割
減

）
林

業
従

事
者

1
6
5
人

（
1
0
年

で
3
割
減

）

森
林

率
9
5
%

う
ち
民

有
林

9
3
%

う
ち
人

工
林

7
7
%

那
賀
町
の
現
状
と
課
題

「
林

業
担
い
手
の
確
保

」
＋

「
Ｕ
・Ｉ
タ
ー
ン
促
進

」

消
滅

集
落
へ

Ｈ
５
２
人

口
3,

30
0人

新
林
業

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
「
山
武
者

塾
」
開
催
事
業

次
世

代
林

業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

那
賀

町
林

業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

・
高

性
能

林
業
機

械
の

導
入

・
担

い
手

育
成

等
の

実
施

若
手

林
業

従
事
者

団
体

「
山

武
者

」
結

成
（

H2
5)

・
技
術
習
得

・
那
賀
高
校
、
西
日
本
林
業

経
済
研
究
会
等
へ
の
参
加

・
各

種
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参

加

「
山

武
者

塾
」
の

開
催

事
業

「
山

武
者

」
に
よ
る

Ｐ
Ｒ
事

業

平
成

２
７
年
度

の
新
た
な
取
組

み

「
地

方
創

生
」
・「
持

続
可
能

な
地

域
づ
く
り
」

【
平

成
27

年
度

当
初

予
算

額
1,

00
0千

円
】

W
若

者
が

林
業

現
場

へ

人
工
林
の
う
ち

9
齢

級
（
4
1
年

生
）
以

上
7
7
%

年
間

成
長

量
3
0
万

m
3

・
間

伐
か

ら
主

伐
へ
の

加
速

［
南

部
総
合
県
民

局
］

担
当

：
産

業
交
流

部

全 国 か ら 注 目

「
森

林
大

県
・
徳

島
」
に
カ
モ
ン
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